
２０１８年 １２月 ２３日  ≪クリスマス礼拝≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  讃美歌１１１番 & ～メリークリスマス！～ 

主の祈り 

聖  書  ①マタイによる福音書１章１８～２５節                                                                             

      ②ルカによる福音書２章８～１４節 

特別賛美  「我らをば血もて」聖歌隊（ヘンデルのメサイヤより） 

メッセージ  ①「ヨセフさんありがとう！」大川 従道牧師                                                                                                                                      

      ②｢あなたの救い主がお生れになった｣石井潤牧師 

献  金  讃美歌109番 ＆ ～明日はどんな日か～ 

祝  祷             〔献金当番：渡辺姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  讃美歌 98 番「あめにはさかえ」 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日礼拝後は「クリスマス祝会」です。どうぞ、ご一緒に楽しみましょう！ 

２．明日は、朝６時から早天祈祷会。夜７時からイブ映画会「アメイジング・ジ

ャーニー」を上映します。木曜祈祷会は休み。土曜夜８時は準備祈祷会です。 

３．来週の日曜は、「年末感謝礼拝」です。一年の感謝をお捧げ致しましょう！ 

４．今年も一年守られたことを感謝して「年末感謝献金」をお献げ致しましょう！ 

 

 
 

 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１２/２３～/３０〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 ハバクク ゼパニヤ ハガイ 
ゼカリヤ 
１－３章 

４－ 
６章 

７－ 
９章 

１０－ 
１２章 

１３・ 
１４章 

新約 
黙示録 
１４章 

１５章 １６章 １７章 １８章 １９章 ２０章 ２１章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

1/1:初詣礼拝(11 時のみ) メッセージ：大川従道牧師 



  
 
 
 
 
 
  
「御使いは彼らに言った。『恐れることはありません。さあ、私は、すべての民に与えられるす

ばらしい喜びの知らせを持って来たのです。今日ダビデの村ベツレヘムで、あなたがたのために、

救い主がお生れになりました。この方こそ待望のキリスト様です。あなたがたは、幼子がみずぼ

らしい布にくるまって、飼葉おけの中に寝かせてあるのを見るでしょう。あなたがたは、余りに

貧弱な格好のキリスト様だと思うかもしれませんが、これが救い主の印なのです。』」 

ルカによる福音書２章10～12節〔現代訳聖書〕  
 

歴史をＢＣとＡＤに分けた最も偉大な救い主であり、王の王であるお方の誕生は、最も

貧しく、最も力のない状況の中で実現しました。そして、その知らせをまず初めに聞いたのは、

人口登録をする必要もないようなものの数に入れられていないような底辺というよりも、底辺

以下の所で生活をしていた羊飼いたちでした。 

また、イエス・キリストが生れたのは、イスラエルの民にとって最も苦しい、暗闇の時代の真

中でした。彼らは紀元前６００年頃、バビロン帝国によって完全に故郷を滅ぼされ、それ以

来、ペルシャ、ギリシャ、ローマという大帝国によって支配され続けていた状況でした。それ以

降も、イスラム帝国によって支配されて、最終的には１９４８年に再建国されました。 

しかし、「すべての民に与えられるすばらしい喜びの知らせ」として、救い主の誕生がありま

した。ですから、イエス様の誕生はイスラエル人ばかりではなく、全世界の人々に対する喜び

の知らせであるとするなら、イスラエルの民のための解放ではなく、全世界の一人一人に対

する救い主としてお生れになったということです。特に、暗闇の中で苦しみもがいている人々、

希望を失って手も足も出ないで苦しんでいる人々のために来て下さったお方なのです。 

マザー・テレサはインドのカルカッタのスラムの人々の中にキリストを見ました。それが彼女に

とっての救いでした。苦しみ死んでいく人々の中にキリストを発見しました。そして、そこに彼

女の人生を発見しました。人生に意義を見出せないことほど、希望から程遠い世界はあり

ません。人生に辛く苦しい現実があり、それらを何のために受け止めなければならないかが分

からないままであるならば、それは暗闇の中に生きていることになります。 

現代の日本にいる私たちはどうでしょうか。一体、何のために今の現実を生きているのかと

いうことをはっきり分かっている人はどれだけいるのでしょうか。 

今の私たちは「いかに快適に生きるか」ということを追求して生きているように思います。どう

して、「快適に生きよう」としているのでしょうか。それは、今の生活に満足していないからでは

ないでしょうか。いわゆる、人生に「意義」を感じていないからではないでしょうか。理屈では

説明できない言いようもない「不安」が満ちているからではないでしょうか。今日、そんなあな

たの人生に、救い主が小さな小さな赤ん坊としてお生れになったのです。そのお方と共に歩

むなら、あなたの人生に「すばらしい喜び」が与えられるのです。 

「あなたの救い主がお生れになった」 
～すばらしい意義ある人生を送るために～ 


